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OIE判定

リスク不明の国 ⇒ リスクが管理されている国

検査対象の月齢

除去する特定危険部位の変更除去する特定危険部位の変更
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OIE判定に伴い定

リスク管理の変更が俎上に

重要な機会

①具体的なリスク管理の議論①具体的なリスク管理の議論

②BSEへの正確な理解の機会
冷静なリスク管理の議論が

背景

BSEについての理解が極めて不十分である（誤解）

できない

BSEについての理解が極めて不十分である（誤解）

全頭検査が全都道府県で行われている

意識的な取り組みが必要
J.ITOH 3

意識的 取 組 必要



考えるにあたって考

受け止め方の違い

リスクを含む出来事（状況）・・・・・・(危機管理)
BSE牛BSE牛
鳥インフルエンザ

（豚）新型インフルエンザ（豚）新型インフルエンザ
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消費者の牛肉・鶏肉に対する印象

食べない 食べる

牛肉（当時・今） とり肉（当時・今）
食 ない

普通に食べる

（検査しているんでしょう？）

食 る

（食べるのはOKと聞いた）

（検査しているんでしょう？）

普通に食べる

（BSE・・・あったっけ？）

普通に食べる
初期情報インプ トの差（BSE???) 初期情報インプットの差

（豚）新型インフルエンザで食べること の影響は少ない
J.ITOH 5

（豚）新型インフルエンザで食べることへの影響は少ない



鳥インフルエンザ関連鳥インフルエンザ関連

コープこうべ組合員からの問合せ件数コープこうべ組合員からの問合せ件数

（’（’0404 2/272/27～～3/143/14鳥インフルエンザ関連累計鳥インフルエンザ関連累計1 8841 884件）件）（（ 0404 2/272/27～～3/143/14鳥インフルエンザ関連累計鳥インフルエンザ関連累計1.8841.884件）件）

（年間問合せ件数（年間問合せ件数 約約 48.00048.000件件 ））
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問合せ内容問合せ内容問合せ内容問合せ内容

安全性への問合せ

企業姿勢批判

プ う 抗議コープこうべ抗議

新しい取引先照会

広報関連

鶏糞の安全性

4%

10%
2% 0%0%

鶏糞の安全性

74%
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鳥インフルエンザ鳥インフルエンザ鳥インフル ンザ鳥インフル ンザ
コープこうべの事業への影響コープこうべの事業への影響

コープこうべ店舗における鶏肉の供給高（対前年比）コープこうべ店舗における鶏肉の供給高（対前年比）
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特徴特徴：： ＢＳＥ牛発見時と比べると早い回復ＢＳＥ牛発見時と比べると早い回復

理由理由
食べることを通じての感染ではなかった食べることを通じての感染ではなかった

情報の伝達が比較的早か た情報の伝達が比較的早か た情報の伝達が比較的早かった情報の伝達が比較的早かった

組織内部での危機管理体制が整いつつあった組織内部での危機管理体制が整いつつあった機機

鶏肉が安価であるため手控え期間が短時間鶏肉が安価であるため手控え期間が短時間
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問題点と課題問題点と課題問題点と課題問題点と課題

報道機関の姿勢報道機関の姿勢報道機関 姿勢報道機関 姿勢
→→ 正しい情報が伝わるために正しい情報が伝わるために

公的機関の広報のあり方と関係者の連携公的機関の広報のあり方と関係者の連携
効率的な整合性を持 た伝達効率的な整合性を持 た伝達→→ 効率的な整合性を持った伝達効率的な整合性を持った伝達

消費者の役割消費者の役割
→→ 冷静な対応と役割の認識冷静な対応と役割の認識→→ 冷静な対応と役割の認識冷静な対応と役割の認識

風評被害への対策風評被害への対策
学校給食学校給食

→→影響の大きさの認識と冷静な対応影響の大きさの認識と冷静な対応
変化への注視変化への注視

科学的な解明科学的な解明
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→→科学的な解明科学的な解明



BSE問題S 問題

現在の状況の 原因は何か
初期の情報発信の不適切初期の情報発信の不適切

2001年9月当初の報道（映像など）
新型クロイツフェルトヤコブ病の罹患と映像
食肉についての情報不足・整理不足（牛の病気と食品としての安全性）
国産牛への補助金の詐取問題
一般食品での産地・日付偽装続出

全頭検査
安心して食べてください

BSE問題調査検討委員会報告書による行政（不作為）への手厳しい評
価

安心して食べてください

食品安全基本法・食品衛生法・JAS法改正食品安全基本法・食品衛生法・JAS法改正

J.ITOH 11放置状態のまま



すでにすでに
でき上がった認識の意識的修正が必要

全頭検査という行為が消費者の認識を誤らせ
るように機能したるように機能した

「放置」「無作為」が消費者の意識を固定化さ
せたせた

冷静なリスク管理についての議論を進めるた
めには 併行した論議が不可欠めには、併行した論議が不可欠

「全頭検査神話」への訣別
J.ITOH 12

全頭検査神話」 訣別



意識的修正のために必要なこと

BSE問題を要点をスマートに伝える

安全性の問題 ⇒ 特定危険部位の除去安全性の問題 ⇒ 特定危険部位の除去

（プリオン蓄積のメカニズム）

検査してBSE牛発生予防⇒飼料のコントロール検査して
いるから

安全♡

BSE牛発生予防⇒飼料のコントロ ル
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とりインフルエンザとりインフル ンザ
新型インフルエンザ の経験から学ぶこと

専門家の意見の尊重・・・・・前面に

役割分担（担当責任者・・・・姿勢の明言）役割分担（担当責任者・・・・姿勢の明言）

早期の施策の修正

リスクの受容の認識と共有化への配慮

感覚・感情に配慮はしても 左右されない感覚 感情に配慮はしても、左右されない

適切なマスコミの報道・軌道修正適切なマスコミの報道 軌道修正

新聞報道 ⇒ TV番組・ワイドショーに強く影響
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新聞報 ⇒ 番組 強 影響



センセーショナルな報道からの修正

成田の検疫で初めて確認⇒隔離

致死率の高い伝染病？

報道の力の大きさ報道の力の大きさ

新聞の影響力の強さ

正しく事実を伝える ＆ その影響をイメ ジする

新聞の影響力の強さ
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正しく事実を伝える ＆ その影響をイメージする



固定化しつつある認識への働きかけ

関係者が、全頭検査について、その意味や果
たしている「役割」を共有化するたしている「役割」を共有化する

BSE問題の情報発信時には、必ず全頭検査
の本来的意味を併記するの本来的意味を併記する

情報発信に際しての工夫
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消費者の知らないこと・関心のあること
おそらく、この7～8年（もっと以前から）BSE感染牛を食べたことがあ
る

しかし、問題ない なぜ？
牛肉の安全確保のために必要なことは何？

飼料の管理
現状

「牛の検査は疫学的調査を目的としている」
全頭検査の「食の安全」における意味

特定危険部位の除去
食肉の月齢は？

全頭検査の 食の安全」における意味

●世界の常識 ⇔ 日本の常識
疫学調査って？

非定形的なBSEの研究への費用投入
アメリカ牛の輸入問題

J.ITOH 17



おわりに

OIEの評価ともなうリスク管理の変更の議論

BSE問題認識を放置したままでは混乱BSE問題認識を放置したままでは混乱

ますます悪い方向へ

認識修正への働きかけが不可欠認識修正への働きかけが不可欠
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